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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年9月11日(2014.9.11)

【公開番号】特開2013-30994(P2013-30994A)
【公開日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2011-165798(P2011-165798)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/25     (2006.01)
   Ｈ０３Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/25    　　　Ａ
   Ｈ０３Ｂ   5/30    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月25日(2014.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面、前記第１面の裏面である第２面、および、前記第１面と前記第２面とを接続し
ている側面、を有する圧電基板の前記第１面に配置されている櫛歯電極を有するＳＡＷチ
ップと、
　前記ＳＡＷチップが配置されているベース基板と、を備え、
　前記ＳＡＷチップは、前記ＳＡＷチップの平面視にて、前記櫛歯電極と重ならない領域
の前記第２面、および前記櫛歯電極と重ならない領域と前記櫛歯電極が配置されている領
域とが並ぶ方向と交差する方向を第１方向として前記側面のうち前記第１方向と交差して
いる側面が前記ベース基板に接合部材を介して接続されており、
　前記接合部材は、前記ベース基板の平面視にて、前記ＳＡＷチップの前記第１方向に沿
った長さをＷ、前記接合部材の前記第１方向に沿った長さをＤとして、１＜Ｄ／Ｗ≦１．
６の関係を満足することを特徴とするＳＡＷデバイス。
【請求項２】
　前記圧電基板は、水晶であることを特徴とする請求項１に記載のＳＡＷデバイス。
【請求項３】
　前記圧電基板の前記第１面と、前記第２面との間の厚さをｔとして、
　前記接合部材は、前記接合部材が接合している前記側面において、前記第２面から０．
２ｔ以上、０．８ｔ以下の長さまで設けられていることを特徴とする請求項１または２に
記載のＳＡＷデバイス。
【請求項４】
　前記接合部材は、前記ベース基板の平面視にて、前記側面のうち前記ＳＡＷチップの前
記櫛歯電極が配置されている領域から前記接合部材が配置されている領域へ向かう方向と
交差している側面と、前記ベース基板と、を接合していることを特徴とする請求項１ない
し３のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイス。
【請求項５】
　前記接合部材は、前記ベース基板の平面視にて、前記ＳＡＷチップの外周に沿っている
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイス。
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【請求項６】
　前記圧電基板の前記第２面は、前記ベース基板と平行であることを特徴とする請求項１
ないし５のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイス。
【請求項７】
　前記ＳＡＷチップは、前記ＳＡＷチップの平面視にて、前記接合部材と重なる位置、且
つ前記第１面に配置されている接続パッドを有していることを特徴とする請求項１ないし
６のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイス。
【請求項８】
　前記固定部材のヤング率は、０．０２ＧＰａ以上、４ＧＰａ以下であることを特徴とす
る請求項１ないし７のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイス。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイスと、
　前記櫛歯電極に電圧を印加し、前記ＳＡＷチップを発振させる発振回路と、を有するこ
とを特徴とするＳＡＷ発振器。
【請求項１０】
　請求項１ないし８のいずれか一項に記載のＳＡＷデバイスを備えることを特徴とする電
子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
　本発明のある形態にかかるＳＡＷデバイスは、第１面、前記第１面の裏面である第２面
、および、前記第１面と前記第２面とを接続している側面、を有する圧電基板の前記第１
面に配置されている櫛歯電極を有するＳＡＷチップと、前記ＳＡＷチップが配置されてい
るベース基板と、を備え、前記ＳＡＷチップは、前記ＳＡＷチップの平面視にて、前記櫛
歯電極と重ならない領域の前記第２面、および前記櫛歯電極と重ならない領域と前記櫛歯
電極が配置されている領域とが並ぶ方向と交差する方向を第１方向として前記側面のうち
前記第１方向と交差している側面が前記ベース基板に接合部材を介して接続されており、
前記接合部材は、前記ベース基板の平面視にて、前記ＳＡＷチップの前記第１方向に沿っ
た長さをＷ、前記接合部材の前記第１方向に沿った長さをＤとして、１＜Ｄ／Ｗ≦１．６
の関係を満足することを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記圧電基板は、水晶であることを
特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記圧電基板の前記第１面と、前記
第２面との間の厚さをｔとして、前記接合部材は、前記接合部材が接合している前記側面
において、前記第２面から０．２ｔ以上、０．８ｔ以下の長さまで設けられていることを
特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記接合部材は、前記ベース基板の
平面視にて、前記側面のうち前記ＳＡＷチップの前記櫛歯電極が配置されている領域から
前記接合部材が配置されている領域へ向かう方向と交差している側面と、前記ベース基板
と、を接合していることを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記接合部材は、前記ベース基板の
平面視にて、前記ＳＡＷチップの外周に沿っていることを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記圧電基板の前記第２面は、前記
ベース基板と平行であることを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記ＳＡＷチップは、前記ＳＡＷチ
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ップの平面視にて、前記接合部材と重なる位置、且つ前記第１面に配置されている接続パ
ッドを有していることを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷデバイスは、前記固定部材のヤング率は、０．０
２ＧＰａ以上、４ＧＰａ以下であることを特徴とする。
　本発明のある別の形態にかかるＳＡＷ発振器は、前記ＳＡＷデバイスと、前記櫛歯電極
に電圧を印加し、前記ＳＡＷチップを発振させる発振回路と、を有することを特徴とする
。
　本発明のある別の形態にかかる電子機器は、前記ＳＡＷデバイスを備えることを特徴と
する。
　［適用例１］
　本発明のＳＡＷデバイスは、板状の圧電基板と、前記圧電基板に配置されている櫛歯電
極とを有するＳＡＷチップと、
　前記ＳＡＷチップが実装されているベース基板と、
　前記ＳＡＷチップを、該ＳＡＷチップの平面視にて前記櫛歯電極と重ならない位置で前
記ベース基板に固定し、片持ち支持している固定部材と、を有し、
　前記櫛歯電極は、前記圧電基板の前記ベース基板と反対側の面に配置されており、
　前記ベース基板の平面視にて、前記ＳＡＷチップの固定端と自由端との離間方向に直交
する方向を第１方向とし、前記第１方向における前記ＳＡＷチップの長さをＷとし、前記
第１方向における前記固定部材の長さをＤとしたとき、１＜Ｄ／Ｗ≦１．６なる関係を満
足し、
　前記固定部材は、前記ＳＡＷチップの前記固定端の前記ベース基板と対向する面および
前記第１方向に対向する一対の側面と、前記ベース基板とを接合するように設けられてい
ることを特徴とする。
　これにより、エージング特性、接合強度および平行度の各要素をそれぞれ高いレベルで
実現することのできるＳＡＷデバイスを提供することができる。具体的には、常温（２５
℃）±２０℃の雰囲気下で１０年連続駆動させたときの周波数変動を±１０ｐｐｍ以内と
することができる。
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